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inuniversitystudents  
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Thepurposeofthisstudywastoexaminetherelationshipbetweenbodymassindex  
（BMI）andphysicalfitnessparametersinuniversitystudents．Totally12，047（male：8，018  

female：4，029）weredevidedinto5－grOupSbyBMIscores（verylowBMI，lowBMI．middle  

BMI，highBMI，VeryhighBMI）．ThefollowingresultsweTeObtained：（1）inphysical  

fitnessscores ofbothsexes，middle BMIgroup and highBMIgroup were significantly  
higherthanlowBMIgroup，（2）ineachphysicalfitnesstestsofbothsexes，highBMIgroup  

showshigherinmusclestrength，andmiddleBMIgroupshowshigherinendurancethan  
lowBMIgroup，（3）thereweresubstantialnumberofstudentswhogainedorreducedin  

theirbodyweightsbetweenanadjacenttwoyears，reSultedinsignificantchangcsofBMI，  

butthisincreaseordecreaseofBMIwasnotinfluence totheirphysicalfitnessscores．  

rnassindex（以下，BMI）が広く用いられて  

いる。これは体重（kg）を身長の二乗（m2）  

で除して求められる㌔BMIが22付近で有病率  

が最も少ないとする調査8）から，日本肥満学会  

によれば成人のBMIの標準値としては男女と  

もに22であり，BMIが25以上の場合は週休重  

（肥満）と判定され糖尿病，高血圧，高脂血  

症などの生酒習慣病につながりやすいことが  

指摘されている6）。BMIを体格の判定に用いる  

利点は，（1）成人では身長の影響を受けにくい  

こと6），（2）体脂肪量との相関が商いこと（約  

0．7′、0．8）があげられる（ただしスポーツ選  

手を除く）5）。   

これまでBMIと体力の関係については，中  

高年以降の研究が多い。Yanaiらは中高年で  

BMIが商いと健康面では生酒習慣病を引き起   

【緒言】  

文部（科学）省によれば，大学生の体力は  

1980年前後と比較して筋力，筋パワー，全身  

持久力，スピード等，全ての項目で低下して  

いるとされている1）。その原因として，長期の  

受験勉強による運動不足2），科学技術の進歩に  

l ともなう生酒様式の変化と身体活動量の減少3）  

等が考えられる。さらに，1970年以降の経済  

成長の加速に伴う飽食による肥満傾向が指摘  

されていることから4），形態面での変化が成長  

期の児童生徒の体力低下に関係することが考  

えられる。   

ヒトの体格指標として，国際的にはbody  

ー筑波大学体育研究科  
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（3）BMIによる対象者の群分け   

BMIによる群分けの基準，及び群間の対象  

者数，BMIの平均値，体脂肪率については表  

2に示した（体脂肪率とBMIの相関について  

は付録の図A｝7と8を参照）。  

（4）体力測定値の分析方法   

BMIにより男・女毎に5群に分け，体力項  

目あるいは総合体力の検討を行なった。体力  

項目の年度間の分類は表3に示した。体力項  

目の評価は，実測値を用いた。20mシャトル  

ラン，立ち幅跳びは測定を行なった対象者が  

少ない事から，BMIの平均値±1／2SDで3群  

間で比校した。また，サイドステップは年度  

間で測定基準が異なるのでそれぞれで算出し  

た。   

総合体力評価は体力項目の合計得点を用い  

た。しかし，従来の体力テストと，平成12年  

度の体力テストでは測定項目が異なるため，  

3年間のデータを同じ基準で評価することは  

不可能である。そこで新体カテストの基準に  

対応するよう，以下のように体力項目の数値  

を統一した。  

こすとしている7）。一方，高齢者の場合，体力  

の低下が生酒の質を低下させるとし，BMIの  

商い場合も低い場合も体力の低下が起こると  

されている8）。   

しかし，若年者においては体脂肪と筋力は  

弱いながらも正の相関があり，また8MIが商  

い人ほど形態が大きく，脂肪量と除脂肪量が  

ともに多いという報告8）もある事から，大学生  

のBMIと体力については検討すべき点が多い  

と考えられる。   

本研究の目的は，男女大学生のBMIと体力  

の関係について，総合体力と，体力項目から，  

また縦断的に検討する事である。   

【方法】   

（1）対象者   

筑波大学に所属する学生のうち，平成10年  

虔から12年度に形態，体力測定に参加した男  

子8．018人，女子4，029人（大学院生，体育専  

門学群生は除く）を対象とした。対象者の身  

体特性について表1に示した。  

（2）測定方法   

文部（科学）省の体力テスト（平成10年度，  

平成11年度），新体カテスト（平成12年度）の  

実施要項に従い行なった。  

表1対象者の身体特性  

対象者敢く人）身長くCm）体重（kg） BMl  

男子  8018 171，6士5．7 62」±8，121・1±2・5  

女子  4029 158．8±5．3 51．8±6・3 20・5±2・1   

平均値±漂準偏差  

表2 対象者のBMIの群分け基準について  
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均値間の有意差の検定は一元配置の分散分析  

を行ない，有意の場合はTukey’sHSDtestを  

行なった。また，有意水準は5％未満とした。  

結果は原則として低BMI群，中BMI肝，商  

BM王肝の3群間で比校し，あきらかに形態の  

異なる超低BMI群，超商BMI群は2群間で  

比校した。   

【結果】   

（1）BMIによる総合体力，および体力項目  

ごとの評価   

総合体力評価および体力項目ごとのBMIに  

よる比較について図1と2および衷4に示し  

た。   

体力項目ごとに検討した場合，多くの体力  

項目で中BMI群，商BMI群が優れていた。  

また女子は男子ほどBMIによる差は顧著では  

なかった。   

総合体力は，男女ともに低BMI群と比概し  

て中BMI群及び商BMI群が有恵に優れてい  

た。  

（2）BMIの推移にともなう体力変化の紹果  

1年間でBMIが2．0以上増減した男子の体  

力との関係を付録の襲A－1と2に，女子の  

それをA－3と4に示した。それらの内で総  

合体力得点を算出できた者について，男女そ  

れぞれのBMIの推移にともなう体力の変化を  

散布図として示した（図3，図4）。   

【考察】   

（1）BM工と体力の関係   

中高年においては，BMIは体脂肪率との相  

関が高く，体脂肪の啓楷を反映していると習  

われており8），高齢者ではBMIが低くても高  

くても健康，体力に影響があると言われてい  

る8）。しかし，若年者においては体脂肪と筋力  

は弱いながらも相関があり，またBMIが商い  

人ほど形態が大きく，脂肪盈と除脂肪激がと  

もに多いという報告もある6）。これらの軍楽か  

表3 体力測定項目の年度間の分類  

体力巧日用定価（末∬価）  挫骨体力肝値禰点〉  

年度こと（平成）  3年川総合   

体力テスト硝月         10年肛11年正I2年度  

Som壷   0    0    ⊂）   ○  

12分冊主   0    0    0   

20mシャトルワン   ○   ○  

ハンドボール挽け  0    0    ⊂〉   ○  

彙せ肌び   ⊂）   ○    ⊂〉   

立ち幅跳び   ○   ○  

遭力   ○    ⊂）   ○   ○  

上体妃こし   ○   

立位体爪瓜   0    0    0   

良躍体欄Ⅷ   ○   （⊃  

鞘サイドステップ  （⊃   （⊃    ○   ○  

繁3車線の開聞 平爪10年肛：120cm 平成11年虞．12年虞；10（〉¢m  

〈サイドステップ〉   

平成11年度，平成12年度に測定した記録の  

平均値を平成10年度に測定した記録の平均値  

で除した値，1．12を，平成10年の全ての測定  

値に乗じ，3本線の間隔を100cmの基準に統  

一化した後，得点化して3年間の平均値を利  

用した。  

く長座体前屈，20mシャトルラン，立ち幅跳  

び〉   

それぞれ平成12年度のみ測定した。そこで  

男女別に長座体前屈は立位体前屈，20mシャ  

トルランは12分間走，立ち幅跳びは垂直跳び  

の平成12年度測定値との相関を算出し，回帰  

直線を用いて各年度ごとの実測値をそれぞれ  

変換した後，得点化して平均値を利用した（付  

録：図A－1～A－6参照）。  

（5）BMIの推移にともなう体力の変化   

男女別にBMIの推移にともなう体力の変化  

について縦断的に調査した。男女それぞれで  

BMIが1年間のうちに2．0以上増減した学生の  

総合体力評価の変化について検討した。  

（6）統計処理   

本研究の形態，体力測定値の集計計算は  

SPSSlO．OJプログラムを用いて行なった。平  
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図2 BMIと総合体力評価（女子）  
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ら，大学生のBMIと体力は中高齢者のそれと  

は必ずしも一致せず，むしろ比例関係にある  

のではないかと考え，これについて本研究で  

は検討した。   

結果から，高BMI群が有意に優れていたの  

は男子，女子の痩力，ハンドボール投げの2  

項目であった。また，男子の立位体前屈，長  

座体前屈も有意ではないが高BMI群が優れて  

いた。しかし，それら以外の体力項目におい  

て，男子，女子ともに中BMI群が優れており，  

総合体力評価においても高BMI群は，低BMI  

群よりは有意に優れていたものの中BMI群と   
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表4 BMIによる統合体力，および体力項目ごとの評価  

男子   女子  

体力テスト硯目＼BM叫       紹低叩   侶BM戦   中臥唯事   高臥囁   超1田川聯  超低臥t叫   ¢計雌   牛凱1聯   再叫   趨轟臥l隕   

lrr  l   l  ［     l  
織合体力再点（平均点）                40．0土5．6  18．2土5．l  一日．7土5．8  」川．8士6．1  41．1±8．6  88．7士5．8   小）．7士8．1  42．0土8．3   ヰ2．t土8．9  40．8士8．2   

「「   ［  
50m蓬（抄）  7．5土0．17．4±0．4 7．3土0．17．1土0．5 7．7土0．8  ■  l一     ●ll・    ◆ll・    ▼ll：    ●  l・  

1之分間重（m）  

l  ［1  
2ヰ87土81臥62527：ヒ338，92538土343．82■88±32a．822埴土301．8  2082土2t∋2．0 2081土272．ヰ 2076土Z57．7 2015土星57．1 柑48土2S7．l   

ZOmシャトルラン（阿）   7⊆i．白土17．7  87．4土17．8   8t．ほl．5   49．4土15．9  17．9土1l．0  45．1±】4．7   

l［   ［ l   l     ［ l  
ハンドボール投げ（叫                 24．3±5．8   26．3士5．1  27．8土5．1  28．1士5．9   26．9士8  13．5土3．8  14－8土3．5   15土3．5   15．5土．3．8  15．8土l．0  

祖祖跳び【em〉  

「「  
55．8土8，9 57．1土8．9 57．8土7．4 56．7士7．8′52．7土7，8       38．6士7．ヨ   39．2士5．7   39．5土5．8   38．9士5．9   87．9士5．1   

立ち■跳び（Cm）   ヱ38，g土18．6 238，8土18．1 之25．ヰ士14．2   166．8士l乱9 171．4士18．9 170．1土26．9   

虐力（kq）   

lrr  ［  ［          ［  
10．1土5．8   43．4土8．3  15．9土6．7   ■7．古土7．2   48．8士8．1  25．9土l．3  27．3士5．2   28，7士5．8   2g．9土5．5  30．7土5．4  

上体鯉こし（圃〉   

「  「   lrr  l  
25．5土5．4   28．9土5．3   28．＝沌．ら   27．9土5．9   26．3土6．2  20．7：ヒ8．1  20．ヰ±6．t   21．5土5．7   2】．1±6．0   ヱ0．5土6．g   

正也棚爪（qml   捉旦。．う7土，，班長  臥月土7．5    t2土7．2   1：】．〇±7．3  13，1土7．1  11－g±8．8   

榔腑凡作m）   37．8土川．2  89．5土tO．2  40．2±10．6  ヰ8．7士10．8  38．7±‖」  4l．g土8．O  12．3士10．3  I3．5土日．7  ヰ3．1土1t．8  1之．9士8．3   

複1．サイドステップ（圃）  JH．1士8．8  1S．1土5．0  15．3土5．3  15．之±5．0   42．9±4．7  86．5土4．1  37．8士1．3   38．t±ヰ．1  87．5土4．7   37．8土1．8   

墨2．サイドステップ（阿）  1g．6士8．4   50．5士8．2   5（I．8±8－8   50．1士7．O  18．7土8．8  1l．4土5．t  ll．9±5．7   42．1土5．5   4之．1土与．5  12．5士l．9   

※1．平成10年度 3本線の間隔：120Cm  

※2．平成11年度、12年虔 3本線の間隔：100cm  

・平均値士借準備墓  

・踵低BMl群、紐帯BMl群間は下線があれば有意差あU（Pく0・05）  

・換で掩んだ群間（低8ML中BMI．高BMl）に有意墓あり（Pく0・05）  

図4 BMIの推移にともなう俸力の変化（女子）  

中BMI群では他のBMI群と比べて有意に優  

れていたのは男子の50m走，12分間走，垂直  

跳びであったが，これらの種目に共通する事  

は，体重の影響を受けやすいことであり2），高   

図3 BMIの推移にともなう体力の変化（男子）  

ほぼ同程度の体力であった。この理由として  

（1）高BMI群が優れていた握力は筋九ハンド  

ボール投げは筋パワーの指標であり，筋肉量  

はBMIに比例して多いと考えられること，（2）  
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比較可能な億では，男女とも持久力の12分間  

走，ハンドボール投，垂直跳，立位体前屈が  

劣っている。男子では50m走も遅い。握力だ  

けは，男女とも優れていた。したがって，今  

後とも筑波大生の体力向上に努めることが必  

要である。   

成人，中高齢者ではBMIが適正値から外れ  

ることが，生活習慣病等，健康面から体力に  

影響を及ぼすことが知られており7），BMIの変  

化が体力に影響を与える可能性もあるが，本  

研究の結果から若年層においてはBMIと体力  

はあまり関係のないことが示された。したが  

って，中高年とは違い生活習慣病にはあまり  

縁がないと考えられる若年層においては，1  

年間の大学生清によって，例え10kg前後の体  

重の増加があったとしても，しっかり運動に  

取り組むことで体力をさらに高められると思  

われる。   

一方，BMIの低い群の体力が低かったこと  

から，進学でも就職でも社会的にはとりあえ  

ず若者としての体力が期待されるので，この  

群はさらに一層健康的に運動に取り組む必要  

があるが，加えてしっかり食べることも重要  

である。最近の我が国の経済力が低下したこ  

とに伴って，学生生活の経済がひっ迫してい  

ることも報告されている。平成9－10年度の  

我々の調査でも明らかなように男女とも朝食  

の欠食率が多いこと，生活費の内では食費を  

削ることが多いことなど，体力以前の問題も  

ある10）。したがって，低体力学生の健康面の配  

慮も今後一層注意が必要と思われる。   

【参考文献】   
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体力，運動能力テストの成績について．東   

京大学俸青学紀要 25，1991，47－52  

3．島崎あかね 他，女子大学生の体格・体   

力と体脂肪率に関する一考察．大妻女子大  

BMI群には不利な体力項目であったことが考  

えられる。   

ところで，低BMI群が優れた体力を発挿で  

きない虜囚は，絶対的な筋量の不足が考えら  

れた。握力，ハンドボwル投げなどの筋力を  

直接反映する体力項目で著しく他の2群に劣  

っているだけでなく，体重を負荷としない50  

m走，垂直跳び，立位体前屈などでも中BMI  

群より劣っているのは，筋肉量が少ないこと  

が一つの原因だと思われた。  

（2）BMIの推移にともなう体力の変化   

斉藤ら9）は大学生の形態，体力測定値の年次  

推移について縦断的に検討しているが，これ  

までBMIの推移にともなう体力の変化につい  

て調査した例はなく，本研究は形態上の変化  

が体力に及ぼす影響について検討するために，  

同一学生の体力についても縦断的に検討した。   

男子はBMIの推移と体力得点の変化の間に  

はr＝0．3の弱い負の相関があり，BMI低下に  

ともない体力得点が高くなり，BMI上昇にと  

もない体力得点が低くなる傾向が伺えたが有  

意ではなかった。また，女子はBMIの推移と  

体力得点の変化の間にはr＝0．15の弱い正の相  

関があり，BMIの上昇にともない体力得点が  

高くなる傾向が伺えたがこちらも有意ではな  

かった。これらの縦断的検討結果を総合的に  

考えると，大学生では形態の推移による体力  

への影響はあまりないと考えられる。すなわ  

ち，若年層におけるBMIの2．0～4．5程度の変  

動は，現状の体力発拝には関係しないと考え  

て差し支えないと思われる。  

（3）正課体育の授業等への示唆   

これまでに報告された，大学生の形態と体  

力について，付録の図A－5と6に形態をA  

－7と8に体力をまとめた。形態については，  

報告年度に善があるものの，他大学と筑波大  

学の学生には，男女共適いは認められない。  

一方，体力についてみると，実測値データで，  
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付表・付図  

表A－1縦断的検討：BMI上昇に伴う体力の変化（男子）  

甲型型二三旦竺畢・申甲中二■叩  
対敵巻 渕定年度 身長 体重 8MIBM！群日刷勘ヒi学年握力 立位体好局垂直跳びサイドステップ岬総合得点  

P  8  

9  可  
4  4  

8  4  

7  5  

6  6  

7  a  

6  6  

5  5  

6  5  

8  S  

5  5  

6  6  

6  6  

6  8  

6  7  

7  5  

5  6  

8  5  

8  （；  

5  7  

7  7  

8  8  

6  8  

4    49  

5   48（－1）  

6    40  

5   40（土0）  

B    41  

7   42（十り  

7    43  

7   46（十3）  

6    41  

7   45（十4）  

8    46  

8   40（－6）  

A 平成10年度184．3 54．8 20．3 中  
人 平成＝年度】郎．4 61．5 22．8 高  
B 平成10年度174・0 59・819・8 中  

B 平成＝年度174．5 70．5 23．2 高  

3   8    10  

2．5   4  8   1D  

1  8    4  

3．4   2  8    4  

1  5    6  

2．2   2  6    6  

1  5    8  

3．1   2  5    8  

1  7    8  

3．2   2  7    6  

1  7    6  

2．1   2  7    6  

C 平成10年度167．2  
C 平成11年度166．6 59．0 21．3 中  
D 平成10年度167．151．218・3 低  
D 平成11年虎167．＄ 80．0 21．4 中  
E 平成1ロ年度169．3 52．21臥2 鉦  
E 平成11年度17D・0 62・021・5 中  
F 平成10年度177．185．0 20．7 中  
F 平成‖年度177．8 7甘0 22．8 高  

也鳳訓l割→中BM唱  

知れ着 測定年度 身長 体璽 馴 BMl蝉 BM晩化主 筆年握力 立位体前屈垂直跳びサイドステップ SOm走 ハンドボール投げ12珊希 総合得点  
6  8  9  

7  6  

7  

7  6  

4  7  5  7  

10   51  

25（？）  

3   16  

3   44（？）  

G 平成10句：度169．9 50．817．6 相性  
8 年成11年度169・4 57・019．9 中  
H 平成10年度171．0 50．017．1超低  
目 平成‖年度170．3 57．21伯．7 中  

2  7    6  

2．a   3  8    6  

2  

2．6   3 10    8  

中飢11臥高臥tl針城沌臥憫  
対象者 測定年度 身長 体耳 BMIBMl闊 臥一版化1学年 握力 立位体前屈 垂直跳びサイドステップ 50m走 ハンドボール投げ12分間重 松合得点  

l 平成10年度179．9 82．2 25．4 高  
t 平成11年度180，2 95．D 29．3 超高  
J 平成10年虞164．7 84，3 23．7 高  
J 平成11年度164．3 69．6 25．8 超高  
K 平成10年度1郎■7 66■4 24．8 高  
K 平成11年度 ＝さ4．4 72．B 26．9 超高  
」 平成10年度163．4 84．5 24．2 高  
し 平成11年度164．5 71．0 26．2 埋高  
M 平成10年度168．8 61．4 22．1 中  
M 平成11年度168．0 7l．8 2S．4 超高  

4  3  

6  7  

4  5  

4  8  

5  3  

4  【i  

8  6  

8  t；  

a  4  

8  4  

2  10    8  

3．9   3 10    8  

2  6    6  

2．1   3   7     6  

2  8    8  

2．1   3  7    8  

1  8    4  

2    2  7    4  

1  7     6  

3．3   2  7    〔i  

各体力巧ほ＝ま、翼淵価ではなく得点を表∫．  

表A－2 縦断的検討：BMI低下に伴う体力の変化（男子）  

高B川前→中臥11臣  

対敵肴i糟定年度   

A 平成10年度   
A 平成11年度   

8 平成10年度   
B 平成11年度   

C 平成川年度   
C 平成11年度   
D 平成川年度   

D 平成11年度   
E 平成11年度   
E 平成12年度  

身長 体王 臥¶ 臥咽  

71・7 73．4 24．9 高  
71．8 60．4 20．5  中  

72．0 ア0．0 23．7  高  
73．0 65．0 21、7 中  

70．0 67．0 23．2 高  
6g．6 60．8 21．1 中  
71．6 72，2 24．5 高  
71・6 65・0 221 中  
72．6 73．8 24．8 高  
73・5 65．0 21．6 中  

BM魔化i学年臆力立位㈱屈垂直跳びサイドステップ ∈川m走ハンドボール投げ12分間走 総合得点  
1 6    4  1  4  4  5  

・4．4   2  4    4  2  5  5  5  

110  10    6  4  6  7  

・2   2 10  10    a  7  7  10  

2  9    6  7  6  7  4  

ヰ    28  

5   30（十2）  

3    46  

3   55（十9）  

4    43  

・2．1  3  8   10    7  7  

1  9    6  5  5  

－2．4   2  8    6  3  5  

1  9    8  g  5  

・3．2   2 10   8  9  6  

7  

7  

10  

8  

5    44  

4   38（－6）  

5    51  

5   53（十2）  

節Ⅷ＝出郡＝諾血  

対覿青 柳膵   
F 平成10年度160．5 67．4   
F 平成11年度160．3 5‘i．8   
G 平成10年度】78．7 81，5   
G 平成11年虎179，8 74．O   
H 平成10年度174．2 77．6   
H 平成11年度1754 68．4  

飢” 亡州唱  
26▲2 組高  
22．0  中  
25，5 超高  
22■9  高  
25．6 i丑高  

22・2  中  

臥Ⅷ化1叫■力丑榊掴■■跳びサイドステップ60mlハンド1ナ些  
】 4    8  3  2  こ1  5  

・4・2  2  4  10    4  5  4  4  

1 8   0  7  3  4  5   

－2・8  2  9   4  8  6  5  

1 8   6  5  5  5  7   

－3，4  2  8   6  6  5  8  

中臥1膳→超低臥1】群  

鋼線着  町綿三揺中立位体前虎壷正跳びサイドステップ  50m走 ハンドボール投げ12分間走 総合得点  
l平成10年圧 柑6・5 70・0 20・1 中  2 7   6  7  6  6  5  6  43  
1 平成】1年度  188・4 59．017．0 遁低  －3．1  3  7   6  S  7  25（？）  

各体力項目は．実測価ではなく得点を表す．  
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表A－3 縦断的検討：BMI上昇に伴う体力の変化（女子）  

中BMl群→高BM頗  

対敵者 淵定年度  抽 件王 B川 副丑昭明化i半年注力 立  前屈 純跳びサイドステップ som走ハンドボール投げ  調  点
 
 
 

合
 
 

攣
3
7
7
7
7
4
3
 
 

A 平成10年虎185．0 58．8 20．9 中  
A 平成11年度165．162．8 23．0 高  

1  8  

2．1   2  8  

1  9  

3．2   2  9  

1  6  

2．4   2  6  

1  9  

2．4   2  8  

6    10  

6  6  

6  6  

6  6  

6  4  

8  5  

6  （；  

8  6  

5  5  

7  

8  

6  

6  

5  

6  

8  

6  

5  

7  

8  

7  

9  

8  

8  

6  

7  

4  

8  

5  

4  5  

4
 
 
 
 
3
 
 
 
 
5
 
 
 
 
2
 
 

【
 
 
 
＋
 
 
 
十
 
 
 
＋
 
 

■
う
 
l
 
（
O
 
q
）
 
5
 
n
）
 
▲
u
 
ク
ー
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
4
 
▲
・
 
 

巳  平成10年度153．4  
巳  平成11年度153．4  
C 平成10年度1S7．D  
C 平成‖年度1S7．6  
D  平成10年度160．4  
D  平成11年度180．8  

47．4 20．1 申  
54．8 23．3  高  
ヰ乱ヰ 2【I．0  申  

55．8 22．4 高  
54．8 21．3  中  
色1．0 23．7 音－  

媚低BM昭→中日Ml畔  

鷺 BMIBMl群  臥Il変化1 学年  娼力 立位体前局 重複跳び  サイドステップ 50m垂  ハンドボール投lナ12分Ⅶ走  
E 平成10年度162，7 41．91ら．8 組低   
E 平成11年度1糾．0 54．0 20．1 中  4．3   
F 平成10年度1S6．0 42．017．3 抑圧   
F 平成11年度156．0 51．0 21．0 中  3．7   

G 平成10年度158．4 44．217．6 通底   
G 平成11年度1S8．9 52．8 20．9 申   3．3   

脚洲咽一申臥11群  

1  8   J1  3  3  

2  6    4  3  3  

1 8    8  9  6  

2  7    8  8  7  

1 8    8  5  6  

2  7    8  6  8  

一
 
 
 
十
 
 
 
＋
 
 

7
 
6
 
6
 
7
 
（
q
 
ハ
U
 
 

ク
ー
 
2
 
▲
T
 
4
 
4
 
5
 
 

5  6  

6  4  

5  4  

S  6  

8  5  

8  6  

珂椚定年度   
H  平成10年度   

H  平成11年度  
l 平成10年庇  
l 平成11年度  
」 平成10年度  
J 平成11年度  

低  110   8  7  1  7  5  6   42  

20・9 中  2・9  2 8   6  7  6  6  5  8  48 什4l  

低  1 4   4  a  5  5  5  6   32  

20t8 中  2・8  2 4  4  2  5  4  5  5  29（十3）  

低  110   4  7  5  6  6  5   43  

20．9  申   2．7   2  8   4  t；  6  5  1i  5   4（】卜3）  

各体力瑚憎は、輿欄庸ではなく得点を表す．  

表A－4 縦断的検討：BMI低下に伴う体力の変化（女子）  

紺肌欄卜中BMl群  

対榊年鳩力耳粒体前屈垂直跳びサイドステップ 50m走ハンドボール投げ1Z分  
∧  平成10年度1t52．159．0 22．5 高  
A  平成11年度161．7 52．6 20．1 中  
B  平成10年既157．3 57．6 23．3 高  
β  平成11年度157．6 52．6 21．2 中  
C  平成11年度181．4 61．4 23．6  高  
C  平成12年度183．0 50．719．1 中  

1  7  

－2．4   2  9  

1  4  

・2．1   2  3  

1 10  

－ヰ．5   2  9  

6  4  

8  5  

4  1  

4  1  

2  8  

2  7  

4  5  6  

4  4  5  

3  4  4  

3  3  

7  

5  

6  5  

7  7  5  

超高臥朋群→高B刷臥 申BMl闊  

柵着 測定年…   
ロ  平成10年度1ら7．7   
D  平成11年庄 川8．O   
E  平成10年度148．4   
E  平成11年度148．1   
F  平成11年度158．a   
F  平成12年匿159．0  

い
－
．
‥
 

…
．
 

B刷変化1 学年 媒力 立蝕体前屈 垂直眺び サイドステップ 50m走 ハンドボール投げ12分  
1  9    8  7  

2  9    B  5  

5  6  

3  

7  

ヰ  
丘  

7  

4  9  

8  4  6  

4  4  4  

4  4  4  

1  6    6  －l  

－ヰ    2  5    8  5  

1  5    4  3  

2  6    6  a  

中BM昭→桟低BMl粁  

珂■看 欄定年正  員員  暮 臥¶ 臥Il叫【州Ⅷ北■ 半年 ば力 立位体M民 垂慣【び サイドステップ 501噌 ハンドボール怜け12分冊壬碑旦 含積層   

G 平成川年度 用2．0 51．ヰ19．6 中  1 8  1（】   8  4  4  5  5    39   

日 平成‖年度 用2．8 46・D け．4 t引丘  ▲2．2  2  8  10    2  5  3  5  6   ：19（±0）  

各体力項目は、翼媚価ではなく得点を表す．  
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表A－5 筑波大学と他のデータベースの比校：形態測定値（男子）  

体重（kg）  ※8Ml  体脂肪率（％）  身長（cm）  

大学  

国士舘大学  

国士舘大学  

国士舘大学  

国士舘大学  

国士舘大学  

東海大学  

中央大学  

中央大学  

東京都立大学  

上智大学  

亜細亜大学  

文部省体育局（勤栗青少年）  

文部省体育局（大学生）  

文部省体育局（大学生）  

日本人の体力捕準価  

平均値摸準備差 平均値標準偏差 平均値穣準偏差  
65．3   9．9    22．2  

64．9   9．9   22．0  

65．1  9．9   22．1  

64．3  10．2   21，8  

64．6   9．9   21．8  

実施年度   披職者数  平均値摸準偏差  

1998  1161   171．6  5．6  

1994  1451   171，5  5．8  

1995  1238   171．5  5．8  

1996  1095   171．7  5．7  

1997  1上121  172．2  5．7  

1998  510   171．4  5．6  

†999  621   172．2  5．6  

19∈I5  2844   172．1  5．7  

1998  669   172．0  5．2  

1999  938   171．9  5．6  

1996  507   171．9  5．5  

1997  454   171．5  5．4  

1997  578   171．9  5．7  

1998  5T7   171．3  5．4  

2000  171，6  5．5  

61．1  9．3   20．8  

62．4  8．0   21．1  

64．0  9．1   21．6  

62．2   8．7   21、0  

61．6   8．7   20．8  

62．8  （】．7   21．3  

64．7   8．1   22．0  

63．3   8．5   21．4  

62．6  8．1   21．3  

64．1  7．7   21．7  

16．3   4．3  

17．8   4．9  

171．8  5．6  （∋3．5  9．0   21．5  17．0  4．6  

筑波大学  1998－2000  8018  171．6  5．7   62，1  8．1  21．1  2．5  16．1 4．8  

筑波大学  2000  2648  171．8  5．6   62．1  8．1  21．0  2．5  15．1  5．3  

異日本人の体力標準値以外、BM＝ま東灘平均値より算出  

表A－6 筑波大学と他のデータベースの比較：形態測定値（女子）  

身長（Cm）  体重（k9）  ※日Ml  体脂肪率（％）  

大学  

大妻女子大学  

大妻女子大学  

大妻女子大学  

大事女子大学  

東海大学  

中央大学  

中央大学  

上智大学  

亜網亜大学  

璃見大学  

東京都立大学  

文部省体育局（勤労青少年）  

文部省体育局（大学生）  

文部省体育局（大学生）  

日本人の体力標準値  

期
慧
1
9
9
8
瀾
1
9
9
8
憲
惹
1
9
9
7
W
1
9
9
8
2
。
。
。
 
 

警
3
2
2
3
。
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2
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9
4
1
。
竃
 
 

平均値 標準偏差  
159．3  5．0  

158．6  5．0  

158．6  4．6  

159．7  5．1  

158．9  4．9  

159．3  5．1  

平均値榛準備違 平均値標準偏差 平均値 榛準偏差  

51．2   6、0   20．2  

50．5   6．4   20．1  

49．B   6．2   19．8  

51．8   6．2   20．3  

52．2  6．9   20，7  24．7   5．0  
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1998－2000 4029 158．B  5．8  

2000  1272 158．9  5．2  

※日本人の体力標準値以外、BMtは臭週平均値よリ井出  
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表A－7 筑波大学と他のデータベースとの比較：体力測定値（男子）  

SOm正（抄）  12分間遼（m） 20mシャトルラン（回） 立位体前屈（Cm） 長座体前屈（Cm）  

杢至L  

国士舘大学  
国士詑大学  
国士和犬学  
国士細大撃  
包士躇大学  
中央大学  
中央大半  
東京郡立大学  
上智大学  
亜和亜大半  
文即省体育局（勤労青少年）  

文帥省体育局（大学生）  

文帥冨体育局（大学生）  

日＊人の体力梼準鑓  

型鮎卜即日川己】叩拍＝甲州暮 千明t叩t  干鞘■叫竃 堅甲し旦那嘩  
1【】．9   7．5  

1D．9   7．3  

1D．4   7，0  

1D．7   7．5  

10．3   7．5  

9．4   6．7  

9．3   8．5  

乱0   8．8  

10，5   8．1  

11．0   9．8  

11．5   6．〇  

11．1   7．0  

13．0   6．0  

7．3   0．5  

7．3   0．5  

7．5   D．6  

7．3   0．5   2630  290  

78．5   19．3  46．1  11．4  

7．3  0．5   2630  290   78．5   19．3   10．8  7，5   46．1 11，4  

訊波大半  19g8－2000 8018  7．1  0．1  25D8  3q2  9．0  7，7  

筑波大学  2000   2648  7．4  0・5   2495  こ137   84．0   18．8    8．7   7．B   40．0  10．6  

ハンドボール投（m） 垂直跳び（Cm） 立ち幅跳び（Cm）  圧力（柏）  上体退こし（馴 サイドステップ（回）  

大半  
国士舘大学  
国士細大学  
園士細大挙  
国士柁大学  
国士舘大半  
中央大字  
中央大学  
東京都立大学  
上智大学  
並用汲大学  
文即省体育局（軌粥甘少年）  

文帥省体育局（大学生）  

文郡省体育局（大学生）  

計本人の体力標準仙  

三伯仏 様準偏董 平均正博紬差 平均仕 瞳準偏革  
61．3   7，7  

60．9  7．9  

61．2   6．1  

61．5  臥0  

6D．9   8．3  

62．3   7．g  

61．0  8．0  

59．7   7．3  

60．4   7．3  

61，1  7．4  

30．5     5．6   58．5  8．4  

2（l．1    5．6   61．9  7．3  

27．2     5．0  2aO．a  22．2  

29．2     5．6    6D．2   8．3   225，0  21．0  

28．8     5．4   60．8   7．8   227．7  23．1  

均仕  種準偏差  平均仕 様準偏差  平均Ⅷ 棟準偏差  
41．4  

43．9  

43．7  

43．】  

43．8  

42．4  

43．1  

43．2  

42．6  

13．5    5．1  

42．2    5．2  

41．8    5，6  

ノ＝．6    5．2  

11．7    5，7  

47．9    5．9  

45．2    5．6  

7
・
。
6
・
7
6
・
7
“
7
・
0
6
・
9
6
・
9
‖
5
・
8
…
7
・
。
6
・
5
6
・
4
7
・
〇
一
6
・
7
 
 

…
4
7
・
。
4
3
・
5
4
5
・
。
胴
㌫
 
 

！郎皮大ず  27．3   5．6  58．9  7．4  

餌波大学  27．2   5．6  56．5  7．6  2a5．5 18．7  
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表10 筑波大学と他のデータベースとの比較：体力測定値（女子）  

12分間走（m）20mシャトルラン（同）立位体前屈（Cm） 長座体前屈（Cm）  50r口走（抄）  

差 平均仕 様準備羞  平均仕 様串偏差  
14．0   7．4  

13．0   7．3  

12．1   7．9  

13．1   9．0  

12．5   8．0  

12．2   7．9  

14，8   7．3  

13．4   5．9  

12．5   臥6  

13．3   6．ヰ  

13．4   6．S  

4  47．7    9．4  

1S．4   7．1  

購
1
1
9
9
2
蘭
脚
瀾
瀾
朋
脚
1
9
9
6
瀾
1
9
9
8
脚
脚
1
9
9
8
2
。
。
。
 
 

木筆  
大妻女子大半  
大さ女子大学  
大草女子大事  
大事女子大華  
中失火華  
中央大半  
上智大学  
捌亜大学  
伏見大学  
東京都立大半  
文相体育局（蜘青少年）  

文部省体育局（大学生）  

文即￥体欄牒（大学生）  

日本人の体力椎準鑓  
46．1  14．  

2150  220  

2150  220    －16．4   1一ト4   13．コ   ア．3    －17．7   9．ヰ  

筑波大学  1998－2000 4029  9・0  0・6  20朗  263  12・7  7・3  

200（）  1272   9．0   0．6   2D59  270    47．7   1－l．0   13．ロ   7．3    ヰ2．8  10．3  

捏力くkq）  上体岨こしく即  サイドステヱプ（酎  ハンドボール艮（爪） 垂直放びくCm） 立ち幅跳び（C呵  

差 平均仕 株増血甚  平均正 博準偏善  
a7．9    3．7  

38．0    3．8  

f 37．2    3．8  

a7．6    3．7  

り 40．2    6．3  

I 38．5    5．2  

39．1  ：）．8  

… 37．5    4．2  

39．7    a．9  

偏  
28．8  

2  26．4  

3  25．7  

0  27．1  

1  2－L3  

1  25．0  

8  之6．1  

0  25．8  

2Jl．8  

a  2－l．6  

27．も  

9  27．5  

165，g  28．8    28，3  

王均仕  庸雄偏差 平均宙 標準  
43．1  5．5  

42．3   5．  

4之．Z  5．  

42．4   6．  

41．9   6．  

41．8  6．  

39．8  5．  

41．4   6．  

41．3  5．6  

41．1  5．  

17．丁    一l．0   39．9  6．6  

†5．6     4．1   －13．2  6．  

14．5     3．6  

大学  
大書女子大掌  
大事女子大撃  
犬養女子大撃  
大義女子大掌  
中央大夢  
中央大半  
上智大華  
亜和亜大寧  
所見大学  
東京弥立大挙  
文即雀体育局く踊青少年）  

文鋸半休書局（大ず生）  

文帥書体滑局（大学生）  

日本人の体外輝準蝕  
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2
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37．7  

10．5  

44．2  

39．8  

39．1  

17．7    ：3．8   42．3  6．2  161．3  25．3    28．1  

18．4    3．9   41．7  5．9  163．6  24．5    28．4  

筑波大半  15．0   3．8  a9．2  S．8  28．6  

日．8    0．4   39．0  6．1 171，0  21．4    29．2  
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図A－1立位体前屈と長座体前屈の相関（男子）  
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図A－2 立位体前屈と長座体前屈の相関（女子）  
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図A－3 12分間走と20mシャトルランの相関（男子）  
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図A－4 12分間走と20mシャトルランの相関（女子）  
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図A－5 垂直跳びと立ち幅跳びの相関（男子）  
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図A－6 垂直跳びと立ち幅跳びの相関（女子）  
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図A－7 BMIと体脂肪率の相関（男子）  

5  10  15  20  25  30  35   

BMl  

図A－8 BMIと体脂肪率の相関（女子）  
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